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■ 複合型超音波波高計USW-150型／仕様 ■ 複合型超音波波高計／外形寸法図 

■ 超音波流速計RC-500型／仕様 

■ オプション品 
　 制御装置、記録計等別途ご用意しております。 

■ 超音波流速計／外形寸法図 

測 定 方 式 
測 定 範 囲  
分 解 能 
測 定 繰り返し数 
設 置 水 深 
L C D 表 示 
起 動 制 御 
同 期 運 転 
　　　  デ ジ タ ル 
 　　   ア ナ ロ グ 
環 境 条 件 
電 源 

　　   超 音 波 測 定 部 
超音波パルス水中伝播時間測定方式 
0～10、15、20、30m 
1cm 
8回/秒または4回/秒（観測条件及び同期運転有無による） 
9～55m 
測定データのバーグラフ表示 
外部無電圧接点信号による起動・停止 
超音波流速計、多重伝送装置との同期機能 
RS-232C 
0～±1V：フルスケール 
本体：0℃～＋40℃（結露なきこと） 
AC100V ±10V  50/60Hz 約30VA  DC12V（オプション） 

 水 圧 変 動 測 定 部  
シリコンストレンゲージ方式 
0～±500g/cm2（参考単位） 
約0.5g/cm2（参考単位） 

出力 
信号 

 
測 定 方 式 
測 定 範 囲 
分 解 能 
測 定 繰り返し数 
設 置 水 深 
L C D 表 示 
起 動 制 御 
同 期 運 転 
　　　演 算 方 式 
　　　演 算 範 囲 
　　　平均化時間 
　　　平均化方式 
 
 
 
 
環 境 条 件 
電 源 

流向・ 
流 速 
演 算 

 超 音 波 測 定 部 
超音波シングアラウンド時間差方式 
0～±3m/s 
0.5cm/s 
8回/秒または4回/秒（観測条件及び同期運転有無による） 
30m 
測定データのバーグラフ表示 
外部無電圧接点信号による起動・停止 
超音波波高計、多重伝送装置との同期機能 
水平2成分流速のデジタル方式によるベクトル合成演算 
流速：0～1.5m/s  流向：0～360°（0～540°方式） 
120秒 
ベクトル平均方式 
RS-232C 
成分流速：0～±1V：0～±3m 
流　　速：0～＋2V：0～1.5m 
流　　向：0～＋1V：0～540° 
本　　体：0～＋40℃ （結露なきこと） 
AC100V ±10V  50/60Hz 約25VA  DC12V（オプション） 
 

   水 圧 変 動 測 定 部 
シリコンストレンゲージ方式 
0～±500g/cm2（参孝単位） 
0.5g/cm2（参孝単位） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
RS-232C 
 
0～±1V：0～±500g/cm2（参孝単位） 
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●RC型本体 

●USW型本体 

●送受波器（TU-40A） 

●センサ（TP-21B） 

●取付けフランジ 

方位ポスト（南）φ15×20

4-φ22

方位ポスト（北）φ20×15

φ350

 φ16穴3等配 
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KSO-002 
○KAIJO SONIC 0503-5TCC

■海底ケーブル仕様（共通） 

芯線数 
 

  4  芯 

鎧装種別 

非 鎧 装 
一重鎧装 
二重鎧装 

鎧 装 鉄 線  

── 
3.2mm×約16本 
3.2mm×約28本 

外　　径 

14.4mm ±1.4mm 
26.8mm ±2.7mm 
39.2mm ±3.9mm

概 算 質 量  
空　　中 

   約280kg/km 
約1,730kg/km 
約4,200kg/km

海　　中 
   約120kg/km 
約1,160kg/km 
約3,000kg/km

※ケーブルは最大5kmまで延長可能 

出力 
信号 

 

デ ジ タ ル 

ア ナ ロ グ 

ご用命は 
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超
音
波
式
と
水
圧
式
の
、互
い
の
長
所
を
活
か
し
て 

高
精
度
な
波
高
デ
ー
タ
を
提
供
！ 

　　　　　表面波を直読 

超音波波高計は、水圧式波高計のように波の周 

期や水深の変化による波高の感度変化がありま 

せん。従って表面波高が直読できます。 

　　　　　水中構造物が不要 

送受波器を海底に設置するケーブル方式ですの 

で、海中にタワーなどを建設する大規模な工事は 

不要です。 

　　　　砕波を伴う高波もOK！ 

砕波を伴う高波の時に超音波が計測困難になっ 

た場合でも、砕波に強い水圧式がバックアップし 

ます。水圧波の表面波換算には別途波浪データ 

処理装置が必要となります。 

  マイクロプロセッサによる高機能化 

機器動作の中核をなす、信号処理、ノイズ処理な 

どをマイクロプロセッサで制御することにより、これ 

まで以上に信頼性・操作性及び保守性の向上が 

図られています。 

　　　送受波器が傾斜してもOK！ 

超音波振動子を送受波器内部にてジンバル機 

構で支持しています。 

15°まで傾斜しても超音波ビームは海面に向けて 

鉛直に発射されます。 

　　流速の方向成分を独立に測定 

水平２方向成分をそれぞれ独立して測定します 

ので、流れをベクトル的に捉えることができます。 

　　　　　　可動部分がない 

センサ部は回転機構等の可動部分がないので、 

磨耗等による経年変化がなく、長期間の連続観 

測に適しています。 

 波向観測のセンサとしても使用可能 

波によって起こる水粒子軌道運動の水平運動の 

方向は波向と一致します。流速計でその水粒子 

運動を測定して、水平運動方向の方位を求めれ 

ば波向が求められます。 

  潮流、波向を同一センサで同時観測 

潮流観測は勿論、波浪データ処理装置を接続 

すれば波向の観測もできます。一台でこのような 

様 な々観測ができるのは超音波流速計だけです。 

■機器構成 ■機器構成 
品　　名 
本 体 
送受波器 

 　型　　名 
USW-150 
TU-40A

数量 
1台 
1台 

     寸　　法（mm） 
479W×149H×350D 
 φ280×289H　　 

重量 
約11kg 
約39kg

品   名 
本   体 
セ ン サ 

型　名 
RC-500 
TP-21B

数量 
1台 
1台 

　 寸　　法（mm） 
479W×149H×350D 
 φ718×774H

重量 
約11kg 
約35kg 
 

ケーブル保安器 

超音波流速計 
センサ 

超音波流速計本体 
ケーブル保安器 

■超音波流速計機器系統図 

ケーブル保安器 

ケーブル保安器 

超音波波高計 
送受波器 

超音波波高計本体 

■超音波波高計機器系統図 

水
流
の
様
々
な
変
化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定
。 

RC型超音
波流速計

は、 

水圧変動
測定機能

が標準で
装備され

ています
。 

また、流向
流速を演

算する機
能が組み

込まれて
います。 

センサ部
を海中に

固定し、 

ケーブル
によって

信号を伝
送する遠

隔測定方
式です。 
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送受波器を海底に設置するケーブル方式ですの 
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砕波を伴う高波の時に超音波が計測困難になっ 

た場合でも、砕波に強い水圧式がバックアップし 

ます。水圧波の表面波換算には別途波浪データ 

処理装置が必要となります。 

  マイクロプロセッサによる高機能化 

機器動作の中核をなす、信号処理、ノイズ処理な 

どをマイクロプロセッサで制御することにより、これ 

まで以上に信頼性・操作性及び保守性の向上が 

図られています。 

　　　送受波器が傾斜してもOK！ 

超音波振動子を送受波器内部にてジンバル機 

構で支持しています。 

15°まで傾斜しても超音波ビームは海面に向けて 

鉛直に発射されます。 

　　流速の方向成分を独立に測定 

水平２方向成分をそれぞれ独立して測定します 

ので、流れをベクトル的に捉えることができます。 

　　　　　　可動部分がない 

センサ部は回転機構等の可動部分がないので、 

磨耗等による経年変化がなく、長期間の連続観 

測に適しています。 

 波向観測のセンサとしても使用可能 

波によって起こる水粒子軌道運動の水平運動の 

方向は波向と一致します。流速計でその水粒子 

運動を測定して、水平運動方向の方位を求めれ 

ば波向が求められます。 

  潮流、波向を同一センサで同時観測 

潮流観測は勿論、波浪データ処理装置を接続 

すれば波向の観測もできます。一台でこのような 

様 な々観測ができるのは超音波流速計だけです。 

■機器構成 ■機器構成 
品　　名 
本 体 
送受波器 

 　型　　名 
USW-150 
TU-40A

数量 
1台 
1台 

     寸　　法（mm） 
479W×149H×350D 
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本   体 
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超音波流速計 
センサ 
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■超音波流速計機器系統図 

ケーブル保安器 

ケーブル保安器 

超音波波高計 
送受波器 

超音波波高計本体 

■超音波波高計機器系統図 
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■ 複合型超音波波高計USW-150型／仕様 ■ 複合型超音波波高計／外形寸法図 

■ 超音波流速計RC-500型／仕様 

■ オプション品 
　 制御装置、記録計等別途ご用意しております。 

■ 超音波流速計／外形寸法図 

測 定 方 式 
測 定 範 囲  
分 解 能 
測 定 繰り返し数 
設 置 水 深 
L C D 表 示 
起 動 制 御 
同 期 運 転 
　　　  デ ジ タ ル 
 　　   ア ナ ロ グ 
環 境 条 件 
電 源 

　　   超 音 波 測 定 部 
超音波パルス水中伝播時間測定方式 
0～10、15、20、30m 
1cm 
8回/秒または4回/秒（観測条件及び同期運転有無による） 
9～55m 
測定データのバーグラフ表示 
外部無電圧接点信号による起動・停止 
超音波流速計、多重伝送装置との同期機能 
RS-232C 
0～±1V：フルスケール 
本体：0℃～＋40℃（結露なきこと） 
AC100V ±10V  50/60Hz 約30VA  DC12V（オプション） 

 水 圧 変 動 測 定 部  
シリコンストレンゲージ方式 
0～±500g/cm2（参考単位） 
約0.5g/cm2（参考単位） 

出力 
信号 

 
測 定 方 式 
測 定 範 囲 
分 解 能 
測 定 繰り返し数 
設 置 水 深 
L C D 表 示 
起 動 制 御 
同 期 運 転 
　　　演 算 方 式 
　　　演 算 範 囲 
　　　平均化時間 
　　　平均化方式 
 
 
 
 
環 境 条 件 
電 源 

流向・ 
流 速 
演 算 

 超 音 波 測 定 部 
超音波シングアラウンド時間差方式 
0～±3m/s 
0.5cm/s 
8回/秒または4回/秒（観測条件及び同期運転有無による） 
30m 
測定データのバーグラフ表示 
外部無電圧接点信号による起動・停止 
超音波波高計、多重伝送装置との同期機能 
水平2成分流速のデジタル方式によるベクトル合成演算 
流速：0～1.5m/s  流向：0～360°（0～540°方式） 
120秒 
ベクトル平均方式 
RS-232C 
成分流速：0～±1V：0～±3m 
流　　速：0～＋2V：0～1.5m 
流　　向：0～＋1V：0～540° 
本　　体：0～＋40℃ （結露なきこと） 
AC100V ±10V  50/60Hz 約25VA  DC12V（オプション） 
 

   水 圧 変 動 測 定 部 
シリコンストレンゲージ方式 
0～±500g/cm2（参孝単位） 
0.5g/cm2（参孝単位） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
RS-232C 
 
0～±1V：0～±500g/cm2（参孝単位） 
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■海底ケーブル仕様（共通） 

芯線数 
 

  4  芯 

鎧装種別 

非 鎧 装 
一重鎧装 
二重鎧装 

鎧 装 鉄 線  

── 
3.2mm×約16本 
3.2mm×約28本 

外　　径 

14.4mm ±1.4mm 
26.8mm ±2.7mm 
39.2mm ±3.9mm

概 算 質 量  
空　　中 

   約280kg/km 
約1,730kg/km 
約4,200kg/km

海　　中 
   約120kg/km 
約1,160kg/km 
約3,000kg/km

※ケーブルは最大5kmまで延長可能 

出力 
信号 

 

デ ジ タ ル 

ア ナ ロ グ 

 




